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(57)【要約】
【課題】腕帯部の上腕への装着が容易であり、正確な血
圧測定ができる血圧計を提供する。
【解決手段】一定の外周長さを有し、被測定者の上腕Ｔ
に装着される腕帯部２と測定した血圧値を表示する表示
部６３を備え、圧力センサからの圧力信号を受けるとと
もに、制御手段により加圧手段と減圧手段を制御してコ
ロトコフ音を検出して血圧を測定する血圧計１であり、
腕帯部２は、上腕に装着された時に上腕を阻血する阻血
用空気袋１４と、上腕Ｔに装着された時に対向位置にな
るように配置された２つのコロトコフ音検出用空気袋５
０を収納し、加圧手段は、阻血用空気袋１４と２つのコ
ロトコフ音検出用空気袋５０にエアを供給するための２
つのポンプ１１０を備え、腕帯部２を構成している外布
１６は、円周方向及び長手方向に非伸縮性である材料で
形成されている。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一定の外周長さを有し、被測定者の上腕に装着される腕帯部と、前記腕帯部内を加圧す
る加圧手段、制御手段、前記腕帯部内の圧力を検出する圧力センサ、前記腕帯部内の圧力
を減圧する減圧手段、測定した血圧値を表示する表示部、前記圧力センサからの圧力信号
を受けるとともに、前記制御手段により前記加圧手段と前記減圧手段を制御してコロトコ
フ音を検出するコンデンサマイクロフォンを備えた血圧計本体部とからなる血圧計であっ
て、
　前記腕帯部は、前記上腕に装着された時に前記上腕を阻血する阻血用空気袋と、コロト
コフ音検出用空気袋とを収納し、前記加圧手段は、前記阻血用空気袋と前記コロトコフ音
検出用空気袋にエアを供給するための２つのポンプを備え、前記腕帯部を構成している外
布は、円周方向及び長手方向に非伸縮性である材料で形成されたことを特徴とする血圧計
。
【請求項２】
　前記腕帯部は折り畳み可能な筒状の部材であり、前記腕帯部とは別体の血圧計本体を有
しており、前記血圧計本体には、前記加圧手段、前記制御手段、前記圧力センサ、前記減
圧手段、前記表示部が配置されていることを特徴とする請求項１に記載の血圧計。
【請求項３】
　前記腕帯部は、前記上腕の被測定面に当接する内布を有し、前記腕帯部の前記外布と前
記内布は、前記阻血用空気袋と前記２つのコロトコフ音検出用空気袋を収容するように接
合されていることを特徴とする請求項１または請求項２のいずれかに記載の血圧計。
【請求項４】
　前記血圧計本体は、前記腕帯部を収納するための腕帯部の保持部を有することを特徴と
する請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の血圧計。
【請求項５】
　一定の外周長さを有し被測定者の上腕に装着される腕帯部と、前記腕帯部内を加圧する
加圧手段、制御手段、前記腕帯部内の圧力を検出する圧力センサ、前記腕帯部内の圧力を
減圧する減圧手段、測定した血圧値を表示する表示部、前記圧力センサからの圧力信号を
受けるとともに、前記制御手段により前記加圧手段と前記減圧手段を制御して脈波を検出
する手段を備えた血圧計本体部とからなる血圧計であって、
　前記腕帯部は、前記上腕に装着された時に前記上腕を阻血する阻血用空気袋と、脈波検
出用空気袋とを収納し、前記加圧手段は、前記阻血用空気袋と前記脈波検出用空気袋にエ
アを供給するための２つのポンプを備え、前記腕帯部を構成している外布は、円周方向及
び長手方向に非伸縮性である材料で形成されたことを特徴とする血圧計。
【請求項６】
　前記腕帯部は折り畳み可能な筒状の部材であり、前記腕帯部とは別体の血圧計本体を有
しており、前記血圧計本体には、前記加圧手段、前記制御手段、前記圧力センサ、前記減
圧手段、前記表示部が配置されていることを特徴とする請求項５に記載の血圧計。
【請求項７】
　前記血圧計本体は、前記腕帯部を収納するための腕帯部の保持部を有することを特徴と
する請求項５ないし請求項６のいずれかに記載の血圧計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、腕帯部（カフ）を被測定者の上腕に通してコロトコフ音（Ｋ音）または圧脈
波を検出して血圧を測定する血圧計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療機関で行われている高血圧治療向けの血圧測定において、白衣性高血圧症に
よる擬似高血圧が問題にされている。この擬似高血圧症の原因としては、病院内での医師
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の前での緊張、不安等の精神面での不安定が考えられている。これに対して、精神的に安
定している家庭にて測定した血圧値に注目が集まっている。このため、この家庭での血圧
測定に用いる電子血圧計が注目されている。
【０００３】
　このタイプの血圧計で測定上問題となるのが、腕帯部の腕への装着の仕方である。腕帯
部内の空気袋の位置が上腕に対して適当でない場合や、上腕に対して巻き付け強さが適当
でない場合に、腕帯部の空気袋の圧迫が上腕に正しく行われず、血圧が高く測定される場
合がある。近年、これを解決するために、筒状の腕帯部に腕を挿入するだけで、自動的に
腕帯部の阻血用の空気袋を腕の正しい位置に配置し、正しい巻き付け強さにて血圧測定を
行うことができるようにした血圧計本体と腕帯部を一体とした電子血圧計が開発されてい
る（特許文献１を参照）。
【０００４】
　しかし、使用者が上記血圧計を使用すると、腕を挿入する腕帯部が血圧計本体と一体と
なっているので、血圧計本体の位置が被測定者の前方に離れていた場合には、被測定者は
前かがみ状態での測定となり易い。このため、被測定者の腹部が圧迫されて腹圧が上昇し
、その結果血圧が上昇する現象が見られる場合がある。この血圧上昇は、新たな擬似高血
圧症の発生として指摘されている。
【０００５】
　そこで、腕帯部が血圧計本体とは別体に形成されているものが提案されており、腕帯部
は剛体のケースを有しており、このケース内に阻血用の空気袋が配置されている。これに
より、被測定者が座位にて血圧測定する場合に、血圧計本体から腕帯部を分離できるので
、上腕を腕帯部に挿入するだけで測定可能となる利便性を損なわず、血圧計本体の設置場
所が被測定者から前方に離れていても、測定者が正しく、背を伸ばした状態にて腹圧の掛
からない状態で血圧測定をすることが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５―２３７４２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述した血圧計では、空気袋が外側に膨らむのを規制するために、腕帯部の外側に剛体
の筐体を備えている。そのため、腕帯部は、大きく嵩ばって重く、上腕を挿入する際にず
り落ち易い、また腕帯部自体を折り畳むことができない等といった装着性や収納性の改善
を要するものと言える。
　これらを解決するため、腕帯部は剛体ではなく、布やフィルムなどの軽量ソフトな素材
を外装部に使用する試みがある。しかし、腕帯部の外装部を軽量ソフトな素材にすると、
血圧測定時に空気袋が外側に膨らんでしまって、圧力が外側に逃げる。このため空気袋の
上腕への密着面積が確保できず、空気袋の圧迫力が上腕に伝達されず、実際の血圧を正確
に測定できないおそれがあった。
　そこで、本発明は、上記課題を解消するために、上腕への装着が容易であり、正確な血
圧測定ができる血圧計を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の血圧計は、一定の外周長さを有し、被測定者の上腕に装着される腕帯部と、前
記腕帯部内を加圧する加圧手段、制御手段、前記腕帯部内の圧力を検出する圧力センサ、
前記腕帯部内の圧力を減圧する減圧手段、測定した血圧値を表示する表示部、前記圧力セ
ンサからの圧力信号を受けるとともに、前記制御手段により前記加圧手段と前記減圧手段
を制御してコロトコフ音を検出するコンデンサマイクロフォンを備えた血圧計本体部とか
らなる血圧計であって、前記腕帯部は、前記上腕に装着された時に前記上腕を阻血する阻
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血用空気袋と、コロトコフ音検出用空気袋とを収納し、前記加圧手段は、前記阻血用空気
袋と前記コロトコフ音検出用空気袋にエアを供給するための２つのポンプを備え、前記腕
帯部を構成している外布は、円周方向及び長手方向に非伸縮性である材料で形成されたこ
とを特徴とする。
　上記構成によれば、腕帯部の上腕への装着が容易であり、正確な血圧測定ができる血圧
計を提供できる。
　すなわち、腕帯部は一定の外周長さを有し阻血用空気袋にエアを供給することで上腕を
加圧する構造で、しかも硬い材料でなる筐体等を備えていないことから、重量が軽減でき
、位置決めされた箇所から血圧計が起動されるまでの時間にずり落ちてしまう等の位置ず
れを起こしにくい。
　このため上腕への装着が容易である。２つのコロトコフ音検出用空気袋を用いているの
で、上腕の動脈からコロトコフ（Ｋ音）を測定して正確な血圧測定ができる。外布は、阻
血用空気袋と２つのＫ音検出用空気袋内にエアを供給した際に阻血用空気袋と２つのＫ音
検出用空気袋が腕帯部の半径方向の外側に膨れないようにすることができ、阻血用空気袋
と２つのＫ音検出用空気袋の圧力は、腕帯部の外側へは逃げずに上腕に対して加えること
ができ、正確な血圧測定をすることができる。
【０００９】
　好ましくは、前記腕帯部は折り畳み可能な筒状の部材であり、前記腕帯部とは別体の血
圧計本体を有しており、前記血圧計本体には、前記加圧手段、前記制御手段、前記圧力セ
ンサ、前記減圧手段、前記表示部が配置されていることを特徴とする。
　上記構成によれば、腕帯部は、血圧測定しない場合には折り畳むことができ、加圧手段
と制御手段と減圧手段と表示部は血圧計本体に配置できるので、腕帯部と血圧計本体を別
個に構成できる。
　好ましくは、前記腕帯部は、前記上腕の被測定面に当接する内布を有し、前記腕帯部の
前記外布と前記内布は、前記阻血用空気袋と前記２つのコロトコフ音検出用空気袋を収容
するように接合されていることを特徴とする。
　上記構成によれば、外布と内布は、阻血用空気袋と２つのコロトコフ音検出用空気袋を
収容でき、阻血用空気袋と２つのコロトコフ音検出用空気袋を被測定者の上腕に密着でき
る。
　好ましくは、前記血圧計本体は、前記腕帯部を収納するための腕帯部の保持部を有する
ことを特徴とする。
　上記構成によれば、腕帯部を使用しない時には、腕帯部を血圧計本体側に収納できるの
で、腕帯部の納まりが良い。
【００１０】
　本発明の血圧計は、また、一定の外周長さを有し、被測定者の上腕に装着される腕帯部
と、前記腕帯部内を加圧する加圧手段、制御手段、前記腕帯部内の圧力を検出する圧力セ
ンサ、前記腕帯部内の圧力を減圧する減圧手段、測定した血圧値を表示する表示部、前記
圧力センサからの圧力信号を受けるとともに、前記制御手段により前記加圧手段と前記減
圧手段を制御して脈波を検出する手段を備えた血圧計本体部とからなる血圧計であって、
前記腕帯部は、前記上腕に装着された時に前記上腕を阻血する阻血用空気袋と、脈波検出
用空気袋とを収納し、前記加圧手段は、前記阻血用空気袋と前記脈波検出用空気袋にエア
を供給するための２つのポンプを備え、前記腕帯部を構成している外布は、円周方向及び
長手方向に非伸縮性である材料で形成されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、腕帯部の上腕への装着が容易であり、正確な血圧測定ができる血圧計
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の血圧計の実施形態の全体を示す斜視図である。
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【図２】図２（Ａ）は、図１に示す血圧計の血圧計本体を左後ろ側から見た斜視図である
。図２（Ｂ）は、図１に示す血圧計の血圧計本体を右後ろ側から見た斜視図である。
【図３】図３（Ａ）は、腕帯部の内部構造例を示す断面図であり、図３（Ｂ）は、腕帯部
を折り畳んだ状態を示す正面図であり、図３（Ｃ）は、腕帯部を折り畳んだ状態を示す斜
視図である。
【図４】折り畳まれた腕帯部が筐体部の背面側に保持部を用いて着脱可能に収納される様
子を示す側面図である。
【図５】図５（Ａ）は、エアプラグの外観を示す斜視図であり、図５（Ｂ）は、エアプラ
グの内部構造を示す断面図である。
【図６】血圧計本体の底部を示す図である。
【図７】図７（Ａ）は、蓋体を開けて電池収納部内に４本の電池が収納されている状態を
示し、図７（Ｂ）は、電池収納部内から４本の電池が取り除かれた状態を示す図である。
【図８】電池収納部の電池収納用凹部と傾斜部の形状例を示す断面図である。
【図９】血圧計本体の筐体部から表示面部を取り外して、筐体部の内部を露出させた状態
を示す斜視図である。
【図１０】血圧計本体の筐体部から表示面部を取り外して、筐体部の内部を露出させた状
態を示す別の角度から見た斜視図である。
【図１１】筐体部の図７に示す底部を取り除き筐体部内を示す図である。
【図１２】２つの駆動ポンプと、制御バルブと排気バルブと、接続配管系と、その他の要
素を示す図である。
【図１３】腕帯部の阻血用空気袋と、Ｋ音信号を検出する２つのＫ音検出用空気袋と、コ
ンデンサマイクロフォン等と、接続配管系の接続関係を示す図である。
【図１４】被測定者が腕帯部に上腕を通して、阻血用空気袋にエアを供給して上腕を加圧
して血圧測定をしている例を示す図である。
【図１５】図１に示す血圧計のブロック構成図である。
【図１６】制御部の好ましい構成の一例と動作例を示す図である。
【図１７】血圧計の周囲温度を検出する温度センサと表示部を示す図である。
【図１８】本発明の別の実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、コロトコフ音法による血圧計である本発明の血圧計の好ましい実施形態を、図
面を参照して詳しく説明するが、圧脈波を用いた、いわゆるオシロメトリック法による血
圧計にも適用できる。
　図１は、本発明の血圧計の実施形態の全体を示す斜視図である。図２（Ａ）は、図１に
示す血圧計の血圧計本体を左後ろ側から見た斜視図である。図２（Ｂ）は、図１に示す血
圧計の血圧計本体を右後ろ側から見た斜視図である。
　図１に示す血圧計１は電子血圧計ともいい、この血圧計１では、腕帯部２と血圧計本体
１０は別体になっており、図１と図２に示す血圧計本体１０から図１に示す腕帯部２を分
離して使用する。この血圧計１は、腕帯部と本体部が一体となった一体型血圧計と違い、
被測定者が座位にて測定する時に、血圧計本体１０の設置場所が被測定者から前方に離れ
ていても、腕帯部２を上腕Ｔに装着することで、背を伸ばして腹圧の掛からない状態で血
圧測定が可能である。
【００１４】
　図１に示す腕帯部２はカフともいい、腕帯部２は一定（所定）の外周長さを有しており
、折り畳み可能で柔らかな材質で作られた切れ目の無いソフトな筒体であり、２つの開口
部１１Ｐ、１１Ｒを有している。被測定者の上腕Ｔに腕帯部２を装着すると、開口部１１
Ｐは手指側に位置され、反対側の開口部１１Ｒは肩側に位置される。開口部１１Ｒの内径
は、開口部１１Ｐの内径よりも大きい。被測定者の手指は、開口部１１Ｒ側から開口部１
１Ｐにかけて挿入することで、腕帯部２は、被測定者の肘よりも上の上腕Ｔに保持して血
圧を測定するようになっている。
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【００１５】
　腕帯部２は、上腕Ｔを阻血するための阻血用空気袋１４と、Ｋ音（コロトコフ音）信号
を検出するための２つのＫ音検出用空気袋５０を内蔵している。阻血用空気袋１４は、血
圧計本体１０側からエアを供給することにより上腕Ｔの動脈を加圧して阻血する。阻血用
空気袋１４の空気収容容量は、Ｋ音検出用空気袋５０の空気収容容量に比べて大きい。図
１に示すように、２つのＫ音検出用空気袋５０は、腕帯部２が上腕Ｔに装着された状態で
は、対向位置になるように配置されている。
　Ｋ音検出用空気袋５０はＫ音を検出するための空気袋であり、Ｋ音は、腕帯部２の阻血
用空気袋１４の内圧を最高血圧以上に上げて血管を一旦圧閉した後、内圧を徐々に下げて
内圧が最高血圧以下になり、血管が開き始めると発生し、内圧が最低血圧以下になり、血
管の圧閉が消失するまでの間検出できる音信号である。
【００１６】
　図１に示すように、腕帯部２と血圧計本体１０は、エアチューブ４，５とエアプラグ６
を介して接続されている。エアチューブ４，５は、好ましくは複胴管（複導管ともいう）
を構成しているフレキシブルなエラストマチューブである。エアチューブ４，５は、全長
に渡って（あるいはほぼ全長に渡って）一体的に形成されている。第１エアチューブとし
てのエアチューブ４は、腕帯部２の阻血用空気袋１４へのエアの給排気に用いられ、第２
エアチューブとしてのエアチューブ５は、Ｋ音信号を検出する２つのＫ音検出用空気袋５
０へのエアの給排気に用いられる。エアチューブ４はエアチューブ５に比べてより太いチ
ューブであり、エアチューブ４の内径と外径は、エアチューブ５の内径と外径に比べて大
きく設定されている。
【００１７】
　まず、図１と図３を参照して、腕帯部２の構造例を説明する。
　図３（Ａ）は、腕帯部２の内部構造例を示す断面図であり、図３（Ｂ）は、腕帯部２を
折り畳んだ状態を示す正面図であり、図３（Ｃ）は、腕帯部２を折り畳んだ状態を示す斜
視図である。
　図１と図３に示すように、腕帯部２は、外周方向に沿っては切れ目のない筒状の部材で
あり、所定（一定）の長さの外周を有していて、この腕帯部２の中に被測定者の上腕Ｔを
通すことができるようになっている。図３（Ｂ）と図３（Ｃ）に示すように、腕帯部２は
被測定者が簡単に折り畳むことができる柔軟性を有し、図１と図３（Ａ）に示すように、
例えば外布１６と、内布１７と、上腕Ｔを阻血するための阻血用空気袋１４と、Ｋ音信号
を検出する２つのＫ音検出用空気袋５０を有している。
【００１８】
　外布１６の内側面と内布１７の外側面は、阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空気袋
５０を包んでおり、外布１６と内布１７は、阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空気袋
５０が収納可能なド－ナツ状の空間を作るために、外布１６の端部と内布１７の端部は、
例えば縫製により接合している。
　なお、２つのＫ音検出用空気袋５０は、好ましくは腕帯部２の長手方向（軸方向）の中
間位置よりも開口部１１Ｐ側寄りの位置（肩側寄りではなく、手指より側の位置）に配置
するのが良い。このようにすることで、２つのＫ音検出用空気袋５０のいずれかを上腕Ｔ
の動脈に対応する部分に当てることができる。
【００１９】
　外布１６は、阻血用空気袋１４の外面を覆う筒体でなり、円周方向及び長手方向に非伸
縮性の材料で形成されており、変形可能であるが伸縮性が非常に低いかほとんど無い布部
材である。これにより、外布１６は、阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空気袋５０内
にエアを供給した際に、阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空気袋５０が腕帯部２の半
径方向の外側に膨れないようにすることができ、阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空
気袋５０は半径方向の内側である上腕Ｔ側に膨れることになる。このため、阻血用空気袋
１４と２つのＫ音検出用空気袋５０の圧力は、腕帯部２の外側へは逃げずに上腕に対して
加圧でき、正確な血圧測定をすることができる。
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　外布１６は、例えば伸びにくい生地（２０１ＢＥ）を採用でき、引張強度は、ＪＩＳ　
Ｌ１０９６－Ａ法で測定した値として、タテが１４３０Ｎ／ｉｎ～１４６０Ｎ／ｉｎで、
ヨコが８１０Ｎ／ｉｎ～８５０Ｎ／ｉｎである。さらには、タテが１４３０Ｎ／ｉｎ～１
４６０Ｎ／ｉｎで、ヨコが８１０Ｎ／ｉｎ～８５０Ｎ／ｉｎであることが好ましい。タテ
とヨコともに、この数値範囲よりも小さいと阻血用空気袋１４の外側への膨らみの抑制が
弱くなり、また、この数値範囲よりも大きいと上腕Ｔの挿入に影響が出る可能性がある。
外布１６としては、例えば、ポリエステル１００％の生地を用いると、タテが１４４５Ｎ
／ｉｎで、ヨコが８２７Ｎ／ｉｎである。
【００２０】
　内布１７は、阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空気袋５０の内面を覆う筒体でなり
、変形可能で伸縮性を有し、上腕Ｔの被測定面に当接する当接布部である。内布１７は、
弾性を備えていてしかも伸縮性を有する布部材である例えば伸びやすい生地を採用でき、
引張強度は、ＪＩＳ　Ｌ１０９６－Ａ法で測定した値として、タテが９４．９Ｎ／ｉｎで
、ヨコが１５０．７Ｎ／ｉｎである。引張伸度は、ＪＩＳ　Ｌ１０９６－Ａ法で測定した
値として、タテが５１７％で、ヨコが４００％である。内布としては、例えば、ナイロン
８０％、ポリウレタン２０％の生地である。内布１７は、阻血用空気袋１４と２つのＫ音
検出用空気袋５０が上腕Ｔの被測定面に向けて膨張できるように伸縮性を持たせた素材に
て、かつ、腕帯部２を被測定者の手先から挿入して、肘の上部の上腕Ｔまでスライドさせ
て装着させる必要があるので、スベリの良い材質、例えば、ジャ－ジ素材を使用している
。
【００２１】
　図１と図３（Ａ）～図３（Ｃ）に示すように、開口閉鎖部材３０は、腕帯部２の内部に
おいて、開口部１１Ｐ側であってしかもエアチューブ４とエアチューブ５が導出（接続）
されている側に設けられている。この開口閉鎖部材３０は、例えば着脱可能な面ファスナ
ーを用いることができ、面ファスナーのオス部材３１とメス部材３２を有している。オス
部材３１とメス部材３２は、腕帯部２の内側において対面する位置に固定されており、図
３（Ｂ）と図３（Ｃ）に示すように、オス部材３１とメス部材３２を着脱可能に連結する
ことにより、腕帯部２の開口部１１Ｐ側だけを閉じて、開口部１１Ｒは開放した状態に維
持することができる。
　これにより、腕帯部２に対して開口閉鎖部材３０を設けることで、被測定者が腕帯部２
に対して手先を通して血圧測定をしようとする際に、閉じている開口部１１Ｐ側からは手
先を通すことが無く、開いている開口部１１Ｒ側から迷わずに手先を通すことができる。
このため、被測定者が腕帯部２に対して誤って手先を開口部１１Ｐ側から逆挿入してしま
うことを防止することができる。もし、被測定者が腕帯部２に対して開口部１１Ｐ側から
逆挿入してしまうと、Ｋ音検出用空気袋５０が上腕Ｔの動脈に適切に当たらなくなり、正
確に血圧測定ができなくなる。
　また、腕帯部２に対して開口閉鎖部材３０を設けることで、腕帯部２を使用しない時に
折り畳むのが容易にできる。
【００２２】
　図１と図３に示すように、腕帯部２は、方向視認用部材であるタグ３３を有している。
このタグ３３は、開口部１１Ｒ側であって、外布１６に対して例えば接着剤を用いるか、
縫製により固定されている。タグ３３は、腕帯部２の開口部１１Ｒ側の端部からＶ方向に
沿って突出して設けられており、例えば布部材あるいはプラスチック部材により作ること
ができる。図３（Ａ）に示すように、被測定者が例えば腕帯部２に左腕を挿入して血圧測
定をする際には、タグ３３を右腕の指Ｆでつかんで腕帯部２をＶ方向に移動することがで
きる。このタグ３３には、好ましくは「肩側」表示３３Ｓを表記することができる。これ
により、被測定者は、このタグ３３をつかんでＶ方向に移動するだけで上腕Ｔに対して腕
帯部２の装着動作が容易にできるばかりでなく、腕帯部２の装着方向が明確になるので、
開口部１１Ｒ側から迷わずに手先を通すことができる。このため、被測定者が腕帯部２に
対して誤って手先を開口部１１Ｐ側から逆挿入してしまうことを防止することができる。
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すなわち、チューブ側の開口部を閉じることができるので、被測定者が上腕に対して誤っ
て逆方向に装着することを容易に防止でき、被測定者が上腕に対して正しい方向に装着す
ることができる。
【００２３】
　次に、血圧計本体１０の構造例について説明する。
　図１と図２に示すように、血圧計本体１０は、筐体部６０と、表示面部６１と、腕帯部
２の保持部６２を有している。筐体部６０と表示面部６１と保持部６２は、電気絶縁性を
有する材料、例えばプラスチックにより作られている。表示面部６１は、筐体部６０の前
面側に設けられ、被測定者が表示部６３に表示される表示内容が見やすいように傾斜角度
θを６０度程度に傾斜されている。
　図２（Ａ）と図２（Ｂ）に示すように、筐体部６０は、側面部６８，６９と、背面６６
と、破線で示す前面側開口部７０と、筐体部６０から突出して設けられた上面部７１と、
底部７２を有している。
　図１に示すように、表示面部６１は、表示部６３と、透明な例えばアクリル板のような
保護板６４と、枠状の保持部材６５を有している。表示部６３は保持部材６５により保持
され、保護板６４は保持部材６５に固定されて表示部６３の表面を保護している。この保
持部材６５は、筐体部６０の破線で示す前面側開口部７０に対して着脱可能に装着されて
いる。この保持部材６５を筐体部６０から取り外すことにより、筐体部６０の破線で示す
前面側開口部７０を通じて筐体部６０の内部を露出させることができる。
【００２４】
　図２に示すように、腕帯部の保持部６２は、筐体部６０の背面側に着脱可能に取り付け
られている。図４には、折り畳まれた腕帯部２が筐体部６０の背面６６側に保持部６２を
用いて着脱可能に収納される様子を示している。
　腕帯部の保持部６２は、保持面６２Ａと脚部６２Ｂを有している。筐体部６０の下部側
には、差込口６７が形成されている。脚部６２Ｂの先端部６２Ｃは、この差込口６７に挿
入されることにより、腕帯部の保持部６２は、筐体部６０の背面６６側に着脱可能に取り
付けることができる。保持面６２Ａと筐体部６０の背面６６の間には、折り畳まれた腕帯
部２を着脱可能に収納することができる。これにより、被測定者が腕帯部２を使用しない
場合には、折り畳まれた腕帯部２を容易にしかも確実に収納することができる。被測定者
が血圧測定しない場合に、腕帯部２が筐体部６０の背部にあるので、被測定者は、腕帯部
２により邪魔されることなく、表示部６３の表示内容、例えば時間や室温等を目視で確認
できるので、血圧測定に適した温度(環境温度)であるか否か容易に確認でき、更には、血
圧計１の見栄えを良くすることができる。このため、血圧計本体１０は、使用しない時に
は例えば時計としてリビングルーム等に飾っておくことができる。
【００２５】
　図２（Ａ）に示すように、筐体部６０の側面部（筐体部６０の正面に向かって左側側面
部）６８の下部位置には、Ｏ－リング(不図示)を備えたエアプラグ差込口７３が形成され
ている。このエアプラグ差込口７３には、エアプラグ６が着脱可能に装着できる。エアプ
ラグ差込口７３は、エアプラグ６の形状に合わせて、上部分７３Ａの幅ｄ１は、丸み形状
の下部分７３Ｂの幅ｄ２に比べて大きく設定されている。エアプラグ差込口７３の内部に
は、差し込み穴７３Ｇ、７３Ｈを有している。また、一方、エアプラグ６の構造例は、図
５に示している。図５（Ａ）は、エアプラグ６の外観を示す斜視図であり、図５（Ｂ）は
、エアプラグ６の内部構造例を示す断面図である。
　図５（Ａ）に示すように、エアプラグ６は例えばプラスチックにより作られており、筐
体６Ａと、接続筒部６Ｂ、６Ｃと、接続ガイド部６Ｄを有する。
　図５（Ｂ）に示すように、接続筒部６Ｂ、６Ｃは、筐体６Ａの一方の面からＪ１方向に
平行に突出して形成されている。これらの接続筒部６Ｂ、６Ｃは、エアプラグ差込口７３
の差し込み穴７３Ｇ、７３Ｈにそれぞれ着脱可能に挿入される。図５（Ａ）に示す接続ガ
イド部６Ｄの上部分６Ｆは、図２（Ａ）に示すエアプラグ差込口７３の上部分７３Ａに案
内して挿入され、接続ガイド部６Ｄの下部分６Ｇは、図２（Ａ）に示すエアプラグ差込口
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７３の下部分７３Ｂに案内して挿入されるようになっている。これにより、エアプラグ６
は、エアプラグ差込口７３に対して上下逆に装着されることを防止しており、血圧計本体
１０側から阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空気袋５０に対して逆にエア供給される
ことはない。エアプラグ６に接続される腕帯部２は、複数のサイズ、例えば、大、中、小
の３サイズがあり、使用者の上腕の大きさに合わせて最も適合したものを選択できるよう
になっている。また、エアプラグ６は、血圧計本体１０の正面に向かって側面に設けるこ
とで、駆動ポンプ１１０万一暴走し、異常に腕帯部２が加圧された場合でも、複雑な電子
回路や異常時のスイッチを設けたりすることなく、使用者がエアプラグ６を引き抜くこと
で、腕帯部２の異常加圧を極めて容易に回避できる。
【００２６】
　図５（Ｂ）に示すように、第１接続筒部８０と第２接続筒部８１が、筐体６Ａの他方の
面からＪ２方向に沿って平行に突出して形成されている。第１接続筒部８０は、筐体６Ａ
の第１当接位置Ｃ１からＪ２方向に突出して形成され、第２接続筒部８１は、筐体６Ａの
第２当接位置Ｃ２かＪ２方向に突出して形成されている。Ｊ２方向はＪ１方向とは反対で
ある。第１接続筒部８０にはエアチューブ４の先端部４Ａが着脱可能に接続され、第２接
続筒部８１にはエアチューブ５の先端部５Ａが着脱可能に接続されている。図２（Ａ）に
示す例では、エアチューブ５側が下側でエアチューブ４が上側で接続される。
【００２７】
　図５（Ｂ）に示すように、第２当接位置Ｃ２は、第１当接位置Ｃ１に比べて、Ｊ２方向
（エアチューブの長手方向に相当）に沿って突出した位置に形成されており、第２当接位
置Ｃ２と第１当接位置Ｃ１の間には、Ｊ２方向（長手方向）に段差ＤＥが形成されている
。これにより、エアチューブ４に比べて細いエアチューブ５の長さは、エアチューブ４の
長さに比べて、Ｊ２方向に沿って長手方向の落差（突出寸法）ＤＥ分だけ長さに余裕がで
きる。このため、細いエアチューブ５が、エアチューブ４につられてむやみに引っ張り力
が掛からなくなり、２本のエアチューブ４，５の連結部（嵌合部）７９が並行になり、エ
アチューブ４，５の外観上の見栄えを良好にできる。すなわち、コロトコフ音検出用空気
袋に接続する細径の第２エアチューブ５と阻血用空気袋に接続する大径の第１エアチュー
ブ４がエアプラグ６の付近において並行になり、細径の第２エアチューブ５の長さが大径
の第１エアチューブ４の長さに比べて突出して形成されている分だけ余裕ができるので、
細径の第２エアチューブ５が大径の第１エアチューブ４に引っ張られて引張力が掛かるこ
とが無く、エアプラグ６付近の外観上の見栄えを良好にすることができる。
【００２８】
　しかも、太いエアチューブ４側の第１当接位置Ｃ１に対応する筐体６Ａの接続ガイド部
６Ｄの下部分６Ｇの幅ｄ２は、細いエアチューブ５側の第２当接位置Ｃ２に対応する筐体
６Ａの接続ガイド部６Ｄの上部分６Ｆの幅ｄ１と異なる値に、図示例では、幅ｄ２が幅ｄ
１に比べて小さく設定されている。これにより、エアプラグ６が図２（Ａ）に示すエアプ
ラグ差込口７３に対して上下逆の位置に挿入されてしまうことを防止できる。
　なお、図示例とは逆に、太いエアチューブ４側の第１当接位置Ｃ１に対応する筐体６Ａ
の接続ガイド部６Ｄの下部分６Ｇの幅ｄ２は、細いエアチューブ５側の第２当接位置Ｃ２
に対応する筐体６Ａの接続ガイド部６Ｄの上部分６Ｆの幅ｄ１に比べて大きく設定しても
よい。この場合には、図２（Ａ）に示すエアプラグ差込口７３には、図２（Ａ）の例とは
逆にエアチューブ５側が上側でエアチューブ４が下側で接続される。
【００２９】
　図２（Ｂ）に戻ると、筐体部６０の側面部（エアプラグ差込口７３が形成された側面部
６８とは反対側）６９には、スピーカ８５と、ＡＣアダプタを接続するための接続穴８６
が設けられている。この接続穴８６には、ＡＣアダプタ８７の接続ジャック８７Ａが接続
されることで、血圧計本体１０には商用電源から電源供給できる。接続穴８６は、エアプ
ラグ差込口７３は、設けられている配置も大きさも形状も全く異なるため、エアプラグ６
を間違えて差し込むことが防止できる。
　図２（Ａ）に示すように、筐体部６０の上面に突出して設けられた上面部７１には、筐
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体部６０の正面に向かって、右側から、開始／停止スイッチ８８、メモリ―ボタン８８Ｍ
、時刻設定／メモリ―消去ボタン８８Ｔの各種の操作ボタンが配置されている。この開始
／停止スイッチ８８は、他のスイッチより大きく(幅広)に形成され、被測定者が押すこと
により血圧計１の血圧測定動作を緊急に停止させる緊急停止スイッチ機能と、被測定者が
押すことにより阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空気袋５０の圧力を緊急に強制排気
させる緊急排気スイッチの機能と、被測定者が押すことにより制御部の動作をリセットさ
せる制御部のリセット機能を兼ねている。
【００３０】
　図６は、筐体部６０の底部７２を示している。底部７２はほぼ長方形状の平面部分であ
り、底部７２には電池収納部９０が配置され、この電池収納部９０を開閉する蓋体９１を
備えている。蓋体９１は、２つのヒンジ９２により電池収納部９０を開閉できる。
　図７（Ａ）は、蓋体９１を開けて電池収納部９０内に４本の単３形電池９３が収納され
ている状態を示し、図７（Ｂ）は、電池収納部９０内から４本の単３形電池９３が取り除
かれた状態を示している。４本の単３形電池９３は、血圧計１の駆動電源であるが、乾電
池（一次電池）であっても充電池（二次電池）であっても良い。電池のサイズは、単３形
電池に限らず、他の大きさの電池、例えば単２形電池であっても良い。電池の本数は、４
本に限らず、例えば６本以上であっても良い。
　電池収納部９０と蓋体９１は、底部７２の幅方向Ｍ及び長さ方向Ｎに関してそれぞれ中
央部に設けられている。つまり、電池収納部９０と蓋体９１は、底部７２のほぼ中央位置
に設けられている。これにより、内蔵される複数本の単３形電池９３が、筐体部６０の中
心位置に配置できるので、筐体部６０の底部７２を置いた場合に、これらの電池の重みに
より、血圧計本体１０は転倒しないように安定して置くことができ、血圧計本体１０の安
定性を得ることができ、血圧測定が安定して行える。
【００３１】
　図７（Ｂ）に示すように、電池収納部９０の内底部分には、２本の単３形電池９３を電
気的の直列に配置するために、電池収納用凹部９４と電池収納凹部９５が並列に形成され
ている。これらの電池収納用凹部９４と電池収納凹部９５は、それぞれ２本の単３形電池
９３を動かないように収納するために、例えば断面半円形状の凹部であり、中央位置には
長手方向に沿って仕切り部分９６が形成されている。電池収納用凹部９４には、電気接点
９０Ａ，９０Ｂが設けられ、電池収納用凹部９５には、電気接点９０Ｃ，９０Ｄが設けら
れている。電気接点９０Ａ，９０Ｃには、それぞれ単３形電池９３の正極が接触し、電気
接点９０Ｂ，９０Ｄには、それぞれ単３形電池９３の負極が接触する。４本の単３形電池
９３は、２本ずつ電池収納用凹部９４と電池収納凹部９５にそれぞれ収納されているが、
４本の単３形電池９３は電気的には直列に接続されている。
【００３２】
　図７（Ｂ）と図８に示すように、電池収納用凹部９４には、２つの傾斜部９７が形成さ
れ、同様にして電池収納凹部９５にも、２つの傾斜部９７が形成されている。これらの傾
斜部９７の形状は、図８に示しており、それぞれ単３形電池９３の負極側に対応して形成
されている。各傾斜部９７は、電池収納用凹部９４からさらに斜めに落とし込まれた部分
である。
　これにより、図８（Ａ）に示すように、電池収納用凹部９４内に４本の単３形電池９３
が収納された状態で、被測定者が指で矢印Ｈ方向に単３形電池９３の負極側を押すことに
より、図８（Ｂ）に示すように単３形電池９３の負極側が傾斜部９７内に押し込まれるの
で、単３形電池９３の正極側は電池収納用凹部９４内から矢印Ｋ方向に持ち上げることが
できる。従って、被測定者が電池交換する時に電池の取り外しが容易に行え、電池収納部
内から電池が不用意に突然飛び出して落としてしまうといったことが生じない。
　なお、図７に示すように、蓋体９１の内面には、傾斜部９７に対応する位置に「押す」
及び「矢印」表示９９が配置されている。これにより、図７（Ａ）に示すように、被測定
者が電池交換する際に、電池収納用凹部９４，９５にそれぞれ単３形電池９３が収納され
ていても、被測定者は電池を押すべき位置を簡単に知ることができ、電池を取り出して電
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池交換が容易になる。さらに、電池収納部９０の長手方向に仕切りを設けて２室として単
３形電池９３が２個ずつ並列に収納されるようにすることで、電池交換する時に電池の取
り外しが更に容易になる。
【００３３】
　図９と図１０は、血圧計本体１０の筐体部６０の前面側開口部７０から表示面部６１を
取り外して、筐体部６０の内部を露出させた状態を示している。筐体部６０の内部には、
回路基板１００と隔壁１０１が配置されている。回路基板１００は、フレキシブル配線板
１０２を介して、開始／停止スイッチ８８（図２を参照）等の操作ボタンに対して電気的
に接続されている。また、回路基板１００は、フレキシブル配線板１０３を介して表示部
６３に電気的に接続されている。
　隔壁１０１は、筐体部６０内において筐体部６０と一体的に形成されている。隔壁１０
１は、後で説明する加圧手段としての２つの駆動ポンプ１１０と、減圧手段としての制御
バルブ１１１と排気バルブ１１２とを、回路基板１００の制御部１２０から隔離するため
に設けられている。この隔壁１０１を設けることにより、加圧手段である駆動ポンプ１１
０と、減圧手段としての制御バルブ１１１と排気バルブ１１２とを、回路基板１００の制
御部１２０から距離的に離すことができ、例えば駆動ポンプ１１０が動作するときに生じ
る熱が、回路基板１００の制御部１２０に伝わりにくくなり、回路基板１２０上に搭載さ
れている要素は熱の影響を受けにくい。
【００３４】
　図１１は、筐体部６０の図７に示す底部７２を取り除き筐体部６０内を示している。筐
体部６０の内部には、スピーカ８５と接続部８６と、２つの駆動ポンプ（エアポンプ）１
１０と、制御バルブ１１１と排気バルブ１１２等が収容されている。
　図１２は、２つの駆動ポンプ１１０と、制御バルブ１１１と排気バルブ１１２と、接続
配管系と、その他の要素を示している。図１２に示すように、制御バルブ１１１と排気バ
ルブ１１２は、ジャバラ管１２１を介してマニホールド１２２の第１マニホールド部１２
２Ａの一端部に接続されている。また、２つの駆動ポンプ１１０は、ジャバラ管１２１を
介してマニホールド１２２の第１マニホールド部１２２Ａの一端部に接続されている。第
１マニホールド部１２２Ａの他端部は、第２マニホールド部１２２Ｂの一端部に接続され
ている。
【００３５】
　図１と図２（Ａ）に示すように、２つのＫ音検出用空気袋５０に接続されたエアチュー
ブ５の内径と外径は、阻血用空気袋１４に接続されたエアチューブ４の内径と外径に比べ
て、細くしている。これは、２つのＫ音検出用空気袋５０と、血圧計本体１０側に配置さ
れた図１２に示すコンデンサマイクロフォン１２５とを接続するために、エアチューブ５
は腕帯部２が上腕Ｔに装着できる長さを必要とし、しかも２つのＫ音検出用空気袋５０内
で発生するＫ音が、エアチューブ５を通過する際に減衰もしくは拡散するのを防いで、Ｋ
音がコンデンサマイクロフォン１２５に確実に到達できるようにするためである。
　第２マニホールド部１２２Ｂの途中には、可撓性のシリコンチューブのようなチューブ
１２３の一端部が接続されている。このチューブ１２３の他端部であって自由端１２４の
途中には、コンデンサマイクロフォン１２５が内蔵して設けられている。コンデンサマイ
クロフォン１２５を用いることにより、圧電マイクロフォンを用いるのに比べて低い周波
数の音を検出することができる。これにより、チューブ１２３として例えばシリコンチュ
ーブを用いることにより、例えばスピーカ８５が発生する音や、開始／停止スイッチ８８
等の各種の操作ボタンの操作に伴い発生する音等のノイズがコンデンサマイクロフォン１
２５に達するのを防ぐことができ、低い周波数であるコロトコフ音を確実に検出でき、正
確な血圧測定が行える。
【００３６】
　シリコンチューブ自体がノイズを吸音でき、コンデンサマイクロフォン１２５は、Ｋ音
を検出するために第２マニホールド部１２２Ｂの途中の位置に設けられている。このコン
デンサマイクロフォン１２５の外径は、好ましくは３～４ｍｍである。このコンデンサマ
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イクロフォン１２５の外径が、３ｍｍよりも小さいとＫ音検出感度が悪くなり、４ｍｍよ
りも大きいとＫ音だけでなく脈波も検出してしまう恐れがあり、Ｓ／Ｎ比が低下する。
　なお、図１２に示すように、コンデンサマイクロフォン１２５は、チューブ１２３の途
中に形成された分岐部分１２３Ｄ内に配置しても良い。
【００３７】
　図１２に示すように、タンク１２６は、２本の接続筒１２６Ａを有しており、２本の接
続筒１２６Ａは、チューブ１２７とジャバラ管１２１に対して、それぞれ可撓性を有する
抵抗チューブ１２９Ａ，１２９Ｂを介して接続されている。タンク１２６と２本の抵抗チ
ューブ１２９Ａ，１２９Ｂは、エアフィルタ１３０を構成している。第１マニホールド部
１２２Ａの途中には、チューブ１２８が接続されており、このチューブ１２８は、エアチ
ューブ５を通じてＫ音検出用空気袋５０に接続されている。
　抵抗チューブ１２９Ａ，１２９Ｂの内径は、チューブ１２７と接続筒１２６Ａの内径よ
りも小さく、抵抗チューブ１２９Ａ，１２９Ｂの端部はチューブ１２７と接続筒１２６Ａ
内に挿入することで接続されている。
【００３８】
　なお、図１２に示すように、抵抗チューブ１２９Ａ，１２９Ｂの両端部内には、抵抗チ
ューブ１２９Ａ，１２９Ｂが潰れるのを防止するために、円周方向に弾性を有する金属製
の割りピンのようなフィルタ部材としてのピン１３３が配置されている。ピン１３３は、
長さが７ｍｍ、外径０．８ｍｍ、内径０．５ｍｍである。これにより、抵抗チューブ１２
９Ａ，１２９Ｂの両端部が細いチューブであるにもかかわらず、実装時等に潰れることが
なく、確実に抵抗チューブ１２９Ａ，１２９Ｂ内にエアを通すことができ、さらにノイズ
除去の効果を有する。
　また、可撓性を有するチューブ１２３内にも、円周方向に弾性を有する金属製の割りピ
ンのような接続管１３４を配置することができる。接続管１３４は、長さが１２ｍｍ、外
径４～４．５ｍｍ、内径３～４ｍｍである。これにより、可撓性を有するチューブ１２３
であるにもかかわらずつぶれることが無く、確実にコンデンサマイクロフォン１２５に対
して、ノイズが除去されたエアを供給することができる。接続管１３４は、上記の寸法よ
り大きいと、実装しづらくなる。
【００３９】
　図１３（Ａ）は、腕帯部２の阻血用空気袋１４と、Ｋ音信号を検出する２つのＫ音検出
用空気袋５０と、コンデンサマイクロフォン１２５等と、接続配管系の接続関係を示して
いる。図１３（Ｂ）は、エアフィルタ１３０等を示している。
　図１３（Ａ）と図１３（Ｂ）に示すように、腕帯部２は、阻血用空気袋１４と、Ｋ音信
号を検出する２つのＫ音検出用空気袋５０を有している。阻血用空気袋１４と２つのＫ音
検出用空気袋５０は、例えば透明のプラスチックシート、一例としてポリウレタンシート
により形成されている。２つのＫ音検出用空気袋５０は、阻血用空気袋１４の内面側に例
えば両面粘着テープまたは接着剤により固定されており、図１に示すように２つのＫ音検
出用空気袋５０は互いに離れている。
　なお、Ｋ音検出用空気袋５０が阻血用空気袋１４の内側面に少なくとも２つ配置されて
いるのは、左右のいずれの上腕においても測定可能にするためであり、Ｋ音検出用空気袋
５０を上腕Ｔの動脈位置に位置させることができる。また、このＫ音検出用空気袋５０が
動脈の位置からラジアル方向にずれて装着された場合でも、一方のＫ音検出用空気袋５０
が、上腕ＴのＫ音の伝達効率が高い上腕筋部位に配置できる。
【００４０】
　図１３（Ａ）と図１３（Ｂ）に示すように、太いエアチューブ４が阻血用空気袋１４と
制御バルブ１１１、排気バルブ１１２、駆動ポンプ１１０に接続され、細いエアチューブ
５が２つのＫ音検出用空気袋５０とコンデンサマイクロフォン１２５に接続されている。
太いエアチューブ４と細いエアチューブ５の間には、消音器としてのＴ型のエアフィルタ
１３０が接続されている。
　このエアフィルタ１３０の抵抗チューブ１２９Ｂが設けられているのは、次の理由から



(13) JP 2012-254 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

である。血圧測定時に２つのＫ音検出用空気袋５０からのエアチューブ５を通じて得られ
るＫ音が、抵抗チューブ１２９Ｂを設けることによりエアチューブ４側に漏れないように
して、コンデンサマイクロフォン１２５側に小さなＫ音を音圧が低下しないようにきれい
に導けるようにするためである。
【００４１】
　また、エアフィルタ１３０の抵抗チューブ１２９Ａが設けられているのは、次の理由か
らである。図１４は、図１に示すように被測定者が腕帯部２に上腕Ｔを通して、阻血用空
気袋１４にエアを供給して上腕Ｔを加圧して血圧測定をしている例を示すグラフである。
縦軸は圧力を示し、横軸は時間である。
　図１４において、制御バルブ１１１と２つの駆動ポンプ１１０を作動して、図１３に示
す阻血用空気袋１４にエアを供給して上腕を時点ｔ１まで加圧して、その後制御バルブ１
１１が作動して阻血用空気袋１４内のエア圧を傾きが一定になるように減圧させていく。
この減圧させる途中では最高血圧と最低血圧を検出して、その後排気バルブ１１２を作動
して阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空気袋５０内のエアを抜く。このように、血圧
測定中に、上腕を加圧して減圧すると制御バルブ１１１から作動音が生じるので、この作
動音がエアチューブ４を通じてコンデンサマイクロフォン１２５に伝わるのを抑制するた
めに、抵抗チューブ１２９Ａが設けられている。
【００４２】
　図１５は、図１に示す血圧計１のブロック構成図である。
　図１５に示すように、腕帯部２の阻血用空気袋１４は、エアチューブ４を通じて、血圧
計本体１０内のエアフィルタ１３０、圧力検出部（圧力センサ）１４０、２つの駆動ポン
プ１１０、制御バルブ１１１、そして排気バルブ１１２に接続されている。Ｋ音信号を検
出する２つのＫ音検出用空気袋５０は、エアチューブ４を通じて、血圧計本体１０内のコ
ンデンサマイクロフォン１２５に接続されている。圧力検出部（圧力センサ）１４０は、
腕帯部２内の圧力を検出する。
　２つの駆動ポンプ１１０は、腕帯部２内の阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空気袋
５０にエアを供給して腕帯部２内の上腕を加圧する加圧手段である。このように、２つの
駆動ポンプ１１０を用いるのは、腕帯部２が大きい場合には、２つの駆動ポンプを駆動さ
せ、腕帯部２が小さい場合には、１つの駆動ポンプを駆動させ、阻血用空気袋１４と２つ
のＫ音検出用空気袋５０にエアを供給できるようにするためである。制御バルブ１１１と
排気バルブ１１２は、腕帯部２内の阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空気袋５０内の
エアを抜いて加圧した上腕を減圧する減圧手段である。
　制御部１２０は、各要素の制御を行う制御手段であり、駆動部１５０に指令を与えるこ
とにより駆動ポンプ１１０を駆動制御する。制御部１２０は、駆動部１５１に指令を与え
ることにより制御バルブ１１１、排気バルブ１１２を駆動制御する。
【００４３】
　図１５では、制御部１２０は、表示部６３に指令を与えて、例えば図１に示すような温
度表示、時刻表示、最高血圧、最低血圧等の表示内容を表示させる。制御部１２０には、
音声用メモリ１５３とデータメモリ１５４が接続されており、音声メモリ１５３には、血
圧計を測定する際に被測定者に対して音声ガイダンス内容が予め記憶されている。制御部
１２０は、音声メモリ１５３内の音声ガイダンス内容を、スピーカ８５を通じて被測定者
に報知するようになっている。データ用メモリ１５４には、血圧測定に必要な一連の動作
を行うためのプログラムが記憶されており、制御部１２０はこのプログラムに従って、血
圧測定動作を実施する。
【００４４】
　図１５では、開始／停止スイッチ８８が制御部１２０に電気的に接続されている。スピ
ーカ８５は、フィルタ１６４を介して制御部１２０に電気的に接続されている。その他に
、電源コントロール部１６０、Ｋ音アンプ１６１、ＯＳＣアンプ１６２が、制御部１２０
に電気的に接続されている。電源コントロール部１６０は、電池９３とＡＣアダプタ８７
に電気的に接続され、所定の直流電圧を制御部１２０に供給する。Ｋ音アンプ１６１は、
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コンデンサマイクロフォン１２５により検出したＫ音を増幅して制御部１２０に供給する
。ＯＳＣアンプ１６２は、コンデンサマイクロフォン１２５により検出した脈波信号を増
幅して制御部１２０に供給する。これにより、制御部１２０は、Ｋ音を認識し、脈波を認
識し、電池電圧を認識し、音声ガイダンスを合成することができる。
【００４５】
　図１６（Ａ）は、制御部１２０の好ましい構成と動作の一例を示している。
　図１６（Ａ）に示すように、制御部１２０は、中央処理部（ＣＰＵ）１７０と、第１ク
ロック発生部１７１と、第２クロック発生部１７２を有している。中央処理部（ＣＰＵ）
１７０は、開始／停止スイッチ８８と、第１クロック発生部１７１と第２クロック発生部
１７２に電気的に接続されている。第１クロック発生部１７１は、中央処理部１７０を駆
動するための基準クロックを発生して中央処理部１７０に供給し、例えばＡＴカット型の
水晶発振器を用いており、発振周波数は３２ＫＨｚである。第２クロック発生部１７２は
、例えばレゾネータであり、制御バルブ１１１と排気バルブ１１２の動作の基準周波数を
供給する。第２クロック発生部１７２の発振周波数は例えば８ＭＨｚであり、第１クロッ
ク発生部１７１の発振周波数に比べて高い。
【００４６】
　図１６（Ａ）に示す１つの開始／停止スイッチ８８は、血圧測定動作を開始するために
動作開始スイッチと、血圧測定動作を停止するために押すスイッチと、緊急停止スイッチ
機能と、緊急排気スイッチの機能を兼ねている。すなわち、被測定者は、図１６（Ａ）に
示す開始／停止スイッチ８８を押すことで、図１に示す血圧計１により血圧測定を開始し
て腕帯部２により上腕Ｔを加圧して通常の血圧測定を行った後に、被測定者が再度開始／
停止スイッチ８８を押すことで血圧測定動作を通常停止させることができる。
　また、例えば、被測定者は、図１６（Ａ）に示す開始／停止スイッチ８８を押すことで
、図１に示す血圧計１により血圧測定を開始して腕帯部２により上腕Ｔを加圧したが、例
えば中央処理部１７０の動作が暴走して上腕にかかる力が大きすぎると被測定者が感じた
場合に、すぐに被測定者が、血圧計１による血圧測定動作を緊急に停止するために、もう
一度開始／停止スイッチ８８を押すことで、駆動ポンプ１１０を停止させて排気バルブ１
１２を動作させて腕帯部２内のエアと阻血用空気袋１４と２つのＫ音検出用空気袋５０内
のエアを急排気して上腕Ｔに与えている圧力を解除する。このように、１つの開始／停止
スイッチ８８が、血圧測定動作を開始するために動作開始スイッチと、血圧測定動作を停
止するために押すスイッチと、緊急停止スイッチ機能と、緊急排気スイッチの機能を兼ね
ているので、開始／停止スイッチ８８を設ければ、緊急停止スイッチや緊急排気スイッチ
を別途設ける必要が無く、中央処理部１７０の暴走による血圧測定時の不都合を防止でき
る。
【００４７】
　図１６（Ｂ）は、図１６（Ａ）に示す開始／停止スイッチ８８のリセット信号ＲＳとス
イッチオン信号ＲＭと、第１クロック発生部１７１の動作の立ち上がりと、第２クロック
発生部１７２の動作の立ち上がりの波形例を示している。被測定者は血圧測定操作の際に
、上述したように、開始／停止スイッチ８８を複数回繰り返して押すことが生じ、開始／
停止スイッチ８８を押してオフにする際には、第１クロック発生部１７１がリセットされ
てしまう。
　図１６（Ｂ）に示すように、開始／停止スイッチ８８がリセット後に、再度スイッチオ
ン信号ＲＭが中央処理部１７０に入ると、第１クロック発生部１７１のクロックの発生動
作はスイッチオン信号ＲＭから時間Ｔ１をかけて徐々に立ち上がる。このように、第１ク
ロック発生部１７１の動作の立ち上がりは時間Ｔ１かかり、この時間Ｔ１の間は中央処理
部１７０を駆動するクロックが与えられず、時間Ｔ１だけ中央処理部１７０の動作が遅れ
ることになる。
【００４８】
　しかし、図１６（Ｂ）に示すように、開始／停止スイッチ８８がリセット後に、再度ス
イッチオン信号ＲＭが中央処理部１７０に入ると、第２クロック発生部１７２の動作は、
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スイッチオン信号ＲＭから、時間Ｔ１に比べてかなり短い時間Ｔ２で急速に立ち上がる。
従って、第２クロック発生部１７２の動作の立ち上がり時間Ｔ２は、第１クロック発生部
１７１の動作の立ち上がり時間Ｔ１に比べて、短縮時間Ｔ３だけ短縮できる。
　これにより、第１クロック発生部１７１に加えて第２クロック発生部１７２を用いるこ
とで、この第２クロック発生部１７２のクロック信号ＣＳ２が、第１クロック発生部１７
１のクロック信号ＣＳ１に先立って中央処理部１７０に供給されるので、短縮時間Ｔ３だ
け早く中央処理部１７０の時刻の遅れを補正することができる。すなわち、開始／停止ス
イッチ８８を複数回押しても中央処理部１７０の時刻ができるだけ遅れないように補正で
き、時刻の遅れを防ぐことができる。すなわち、開始／停止スイッチ８８を繰り返して押
しても、測定動作の開始と停止がなされた時の制御部１２０の時刻が補正でき、時刻が遅
れることが無くなる。
　この時間Ｔ２は時間Ｔ１に比べてかなり小さな値であり、時間Ｔ１は例えば１００ｍｓ
ｅｃ～１ｓｅｃであり、時間Ｔ２は例えば数ｍｓｅｃ～数１０ｍｓｅｃである。
【００４９】
　図１７は、血圧計１の周囲温度を検出する温度センサ１８０，１８１と表示部６３を示
している。
　図１７（Ａ）では、圧力検知部１４０が温度センサ１８０を内蔵している例を示してい
る。圧力検知部１４０は、圧力測定の際に圧力値の温度補正処理を行うために、予め温度
センサ１８０を備えている。この温度センサ１８０が、測定数値を制御部１２０に供給す
る。制御部１２０は、温度センサ１８０から得られた測定数値により、温度信号ＬＳ１を
表示部６３に送り、血圧計１の周囲温度、例えば血圧計１が置かれた場所の室温として、
表示部６３には時刻表示１８３、最高血圧値表示１８４、最低血圧値表示１８５とともに
、温度表示１８２を表示することができる。
【００５０】
　一方、図１７（Ｂ）は、温度センサ１８１が制御部１２０に内蔵されている例を示して
いる。温度センサ１８１が、測定数値を制御部１２０に供給して、制御部１２０は、温度
信号ＬＳ２を表示部６３に送り、血圧計１の周囲温度、例えば室温として、表示部６３に
は時刻表示１８３、最高血圧値表示１８４、最低血圧値表示１８５とともに、温度表示１
８２を表示することができる。
　これにより、図１７（Ａ）と図１７（Ｂ）のいずれの場合でも、血圧計１の周囲温度を
測定するために、別途サーミスタ等の温度センサを設ける必要がなくなり、部品点数を減
らすことができる。
　また、図９に示すように、制御部１２０と圧力検知部１４０は、駆動ポンプ１１０に対
して隔壁１０１により離して設けられているので、駆動ポンプ１１０が動作する際に生じ
る熱により温度上昇してしまうという問題が無くなり、温度センサ１８０あるいは温度セ
ンサ１８１は、血圧計１の周囲温度を正確に検知することができる。なお、例えば、就寝
時の温度よりも翌朝の温度が、一例として１０℃下がっている場合には、制御部１２０は
、図１のスピーカ８５を通じて１０℃下がっていると、被測定者に対して音声ガイドをす
ることができる。
【００５１】
　ところで、図１と図３に示す腕帯部２は、タグ３３を有している。これに対して、図１
８に示す腕帯部２は、別の形状のタグ２３３を有している。このタグ２３３は、開口部１
１Ｒ側から開口部１１Ｐにかけて腕帯部２の長手方向に沿って、外布１６に対して固定さ
れている。タグ２３３は、腕帯部２の開口部１１ＲからＶ方向に沿って突出して設けられ
ているつまみ部分２３３Ａと、図１８（Ｂ）に示すように指Ｆを通すための指挿入部２３
３Ｂを有している。タグ２３３は、例えば布部材あるいはプラスチック部材であっても良
い。
　図１８（Ｂ）に示すように、被測定者が例えば腕帯部２に左腕を挿入して血圧測定をす
る際には、指挿入部２３３Ｂと外布１６の間に指Ｆを通して腕帯部２を確実に保持して、
腕帯部２を左腕に沿ってＶ方向に移動することができる。これにより、上腕Ｔに対して腕
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帯部２の装着が容易にしかも確実にできるばかりでなく、つまみ部分２３３Ａを見ること
で腕帯部２の装着方向が明確になるので、開口１１Ｒ側から迷わずに手先を通すことがで
きる。このため、被測定者が腕帯部２に対して誤って手先を開口部１１Ｐ側から逆挿入し
てしまうことを防止することができる。すなわち、被測定者が腕帯部を上腕に対して誤っ
て逆方向に装着することを容易に防止でき、被測定者が腕帯部を上腕に対して正しい方向
に装着して正しい血圧測定をすることができる。
【００５２】
　本発明の血圧計の実施形態は、一定の外周長さを有し被測定者の上腕に装着される腕帯
部と、前記腕帯部内を加圧する加圧手段、制御手段、前記腕帯部内の圧力を検出する圧力
センサ、前記腕帯部内の圧力を減圧する減圧手段、測定した血圧値を表示する表示部、前
記圧力センサからの圧力信号を受けるとともに、前記制御手段により前記加圧手段と前記
減圧手段を制御してコロトコフ音を検出するコンデンサマイクロフォンを備えた血圧計本
体部とからなる血圧計であって、前記腕帯部は、前記上腕に装着された時に前記上腕を阻
血する阻血用空気袋と、コロトコフ音検出用空気袋とを収納し、前記加圧手段は、前記阻
血用空気袋と前記コロトコフ音検出用空気袋にエアを供給するための前記２つのポンプを
備え、前記腕帯部を構成している外布は、円周方向及び長手方向に非伸縮性である材料で
形成されている。
　これにより、腕帯部の上腕への装着が容易であり、正確な血圧測定ができる血圧計を提
供できる。すなわち、腕帯部は一定の外周長さを有し阻血用空気袋にエアを供給すること
で上腕を加圧する構造なので上腕への装着が容易であり、好ましくは２つのコロトコフ音
検出用空気袋を用いているので、上腕の動脈からＫ音を測定して正確な血圧測定ができる
。外布は、阻血用空気袋と２つのＫ音検出用空気袋内にエアを供給した際に阻血用空気袋
と２つのＫ音検出用空気袋が腕帯部の半径方向の外側に膨れないようにすることができ、
阻血用空気袋と２つのＫ音検出用空気袋の圧力は、腕帯部の外側へは逃げずに上腕に対し
て加圧でき、正確な血圧測定をすることができる。
【００５３】
　本発明の実施形態では、腕帯部は折り畳み可能な筒状の部材であり、腕帯部とは別体の
血圧計本体を有しており、血圧計本体には、加圧手段、制御手段、圧力センサ、減圧手段
、表示部が配置されている。これにより、腕帯部は、血圧測定しない場合には折り畳むこ
とができ、加圧手段と制御手段と減圧手段と表示部は血圧計本体に配置できるので、腕帯
部と血圧計本体を別個に構成できる。
【００５４】
　本発明の実施形態では、腕帯部は、上腕の被測定面に当接する内布を有し、腕帯部の外
布と内布は、阻血用空気袋と２つのコロトコフ音検出用空気袋を収容するように接合され
ている。これにより、外布と内布は、阻血用空気袋と２つのコロトコフ音検出用空気袋を
収容でき、阻血用空気袋と２つのコロトコフ音検出用空気袋を被測定者の上腕に密着でき
る。
　本発明の実施形態では、血圧計本体は、腕帯部を収納するための腕帯部の保持部を有す
ることを特徴とする。これにより、腕帯部を使用しない時には、腕帯部を血圧計本体側に
収納できるので、腕帯部の納まりが良い。
【００５５】
　本発明の各実施形態は、任意に組み合わせることができる。
　ところで、本発明は上記実施形態に限定されず、種々の変形例を採用することができる
。
　例えば、いわゆるオシロメトリック式の血圧計として、一定の外周長さを有し被測定者
の上腕に装着される腕帯部と、前記腕帯部内を加圧する加圧手段、制御手段、前記腕帯部
内の圧力を検出する圧力センサ、前記腕帯部内の圧力を減圧する減圧手段、測定した血圧
値を表示する表示部、前記圧力センサからの圧力信号を受けるとともに、前記制御手段に
より前記加圧手段と前記減圧手段を制御して脈波を検出する手段を備えた血圧計本体部と
からなる血圧計で、前記腕帯部は、前記上腕に装着された時に前記上腕を阻血する阻血用
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空気袋と、脈波検出用空気袋とを収納し、前記加圧手段は、前記阻血用空気袋と前記脈波
検出用空気袋にエアを供給するための前記２つのポンプを備え、前記腕帯部を構成してい
る外布は、円周方向及び長手方向に非伸縮性である材料で形成されるようにしてもよい。
　図３に示す腕帯部２の開口閉鎖部材３０は、面ファスナーに限らず、例えば一方の部材
としてＳ極のマグネットを用い、他方の部材としてＮ極のマグネットを用いることもでき
る。
【符号の説明】
【００５６】
　１・・・血圧計、２・・・腕帯部、４・・・エアチューブ（第１エアチューブ），５・
・・エアチューブ（第２エアチューブ）、６・・・エアプラグ、１０・・・血圧計本体、
１１Ｐ、１１Ｒ・・・開口部、１４・・・阻血用空気袋、１６・・・外布１６、１７・・
・内布、３０・・・開口閉鎖部材、３３・・・タグ、５０・・・Ｋ音信号を検出する２つ
のＫ音検出用空気袋、６０・・・筐体部、６１・・・表示面部、６２・・・腕帯部の保持
部、７２・・・筐体部の底部、７３・・・エアプラグ差込口、８８・・・開始／停止スイ
ッチ、９０・・・電池収納部、９１・・・電池収納部の蓋体、９３・・・単３形電池、９
４・・・電池収納用凹部（第１電池収納用凹部）、９５・・・電池収納用凹部（第２電池
収納用凹部）、９７・・・電池収納用凹部の傾斜部、１００・・・回路基板、１０１・・
・隔壁、１１０・・・加圧手段である２つの駆動ポンプ、１１１・・・減圧手段としての
制御バルブ、１１２・・・減圧手段としての排気バルブ、１２０・・・制御部（制御手段
）、１２２・・・マニホールド、１２３・・・コンデンサマイクロフォン用のチューブ、
１２５・・・コンデンサマイクロフォン、１２６・・・タンク、１２９Ａ，１２９Ｂ・・
・抵抗チューブ、１３０・・・エアフィルタ、１７１・・・第１クロック発生部、１７２
・・・第２クロック発生部、Ｃ１・・・太いエアチューブ側の第１当接位置、Ｃ２・・・
細いエアチューブ側の第２当接位置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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